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現在放映中の大河ドラマ「真田丸」にも登場している本多上野介正純。
徳川家康、秀忠に仕えた幕府の重臣でありながら、宇都宮釣天井事件の嫌疑により流罪。

晩年は息子出羽守正勝とともに横手に幽閉され生涯を閉じました。
史実に因んで通称上野台と呼ばれる横手市城南町にある墓所は、夏の終わりの木もれ日と

蝉時雨の中にありました。
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議
長
は
、
議
案
を
上
程
し
蔦
屋
事
務

局
長
か
ら
内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
監
事
よ
り
、
決
算
内
容
は
適

正
で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
満
場

異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
（
理
事
会
承
認
事
項
）

①
平
成
２７
年
度
事
業
報
告

②
平
成
２８
年
度
事
業
計
画

③
平
成
２８
年
度
収
支
予
算

が
事
務
局
長
か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
２８
年
度
優
良
経
理
担
当

者
の
表
彰
が
あ
り
、
今
年
度
は
４
名
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
横
手

税
務
署
長
柏
倉
幸
一
郎
様
よ
り
祝
辞

を
賜
り
ま
し
た
。

平
成
２８
年
度
第
四
回
（
通
算
第
６６
回
）

定
時
総
会
が
、
５
月
２６
日
（
木
）
横
手

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
齋
藤
会
長
が
江
戸
時
代

末
期
の
生
活
状
況
の
話
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
お

忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

来
賓
の
皆
様
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

・
横
手
税
務
署
長
　
柏
倉
幸
一
郎
様

・
横
手
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門
　

統
括
国
税
調
査
官
富
樫
　
　
昭
様

・
秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所
平
鹿
支
所
長

後
藤
　
昭
市
様

・
東
北
税
理
士
会
横
手
支
部
副
支
部
長
　

佐
藤
　
増
彦
様

・
大
同
生
命
保
険（
株
）秋
田
営
業
部
長
　

玉
谷
　
茂
樹
様

・
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険（
株
）
東
日
本

地
域
事
業
本
部
　
大
場
　
　
浩
様

・
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社

秋
田
支
社
　
　
　
高
原
　
知
之
様

次
に
開
会
と
な
り
、
定
款
の
定
め
に

よ
り
齋
藤
会
長
が
議
長
と
な
り
議
案
審

議
に
入
り
ま
し
た
。

◆
平
成
２７
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

（
監
査
報
告
）

▲祝辞を述べられる柏倉幸一郎横手税務署長

▲挨拶する齋藤会長
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▲消費税の軽減税率制度の対応について
説明をする富樫昭統括国税調査官

こ
こ
で
、
今
年
度
は
国
税
庁
か
ら
の

依
頼
に
よ
り
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
の
対
応
に
つ
い
て
横
手
税
務
署
の
統

括
国
税
調
査
官
富
樫
昭
様
か
ら
ご
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
２８
年
度
の
優
良
経
理
担
当
者

は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

・
朝
日
綜
合（
株
）

柴
　
田
　
陽
　
子

近
江
谷
　
奈
　
美

・（
株
）う
え
た
ス
ト
ア

藤
　
原
　
幸
　
子

・（
有
）島
田
電
化

島
　
田
　
幹
　
子

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

の
さ
ら
な
る
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

▲表彰された優良経理担当者の皆さん

優
良
経
理
担
当
者
表
彰

▲懇談会の開会の挨拶を
する奥山副会長

こ
の
後
祝
電
の
ご
披
露
が
あ
り
、
総

会
を
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
談
会
は
、
奥
山
副
会
長

の
挨
拶
と
乾
杯
で
始
ま
り
、
異
業
種
間

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
有
意
義
な
ひ
と

と
き
が
過
ご
さ
れ
、
北
都
銀
行
横
手
支

店
長
の
伊
藤
新
様
の
中
締
め
で
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

平成27年度決算（正味財産増減計算書）�

〔収益〕� 〔費用〕�

事業費�
6,766,901円�
73.7%

事業収益�
78,000円 0.8%

当期経常増減額�
625,077円 6.8%

管理費�
1,796,103円�
19.5%

事業費�
6,766,901円�
73.7%

管理費�
1,796,103円�
19.5%

受取会費�
3,753,500円�
37.6%

受取助成金�
5,357,550円�
58.3%

雑収益�
296,264円　3.2%

受取会費�
3,753,500円�
37.6%

受取助成金�
5,357,550円�
58.3%

雑収益�
296,264円　3.2%

基本財産・特定資産運用収入�
2,767円 0.03%

合計�
9,188,081円�

合計�
9,188,081円�

平成28年度予算（正味財産増減計算書）�

〔収益〕� 〔費用〕�

事業収益�
100,000円 1.1%

当期経常増減額�
▲500,000円�

事業費�
7,474,200円�
81.5%

管理費�
1,691.800円�
�18.5%

事業費�
7,474,200円�
81.5%

管理費�
1,691.800円�
�18.5%

雑収益�
52,000円　0.6%

受取会費�
3,410,000円�
39.3%

受取助成金�
5,101,000円�
58.9%

受取会費�
3,410,000円�
39.3%

受取助成金�
5,101,000円�
58.9%

雑収益�
52,000円　0.6%

基本財産・特定資産運用益�
3,000円 0.0%

合計�
8,932,000円�

合計�
8,666,000円�



平
成
２８
年
度
定
時
総
会
が

６
月
６
日
（
月
）
松
與
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。は

じ
め
に
佐
藤
恒
部
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
ご
来
賓
を

紹
介
し
た
あ
と
議
長
に
部
会

長
を
選
出
し
、
議
案
審
議
に

入
り
ま
し
た
。

◆
議
案
第
一
号
　
平
成
２７
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

が
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
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青
年
部
会
だ
よ
り

女
性
部
会
だ
よ
り

公益社団法人 横手法人会青年部会役員名簿
平成28年6月6日現在

氏　　　名

吉　田　　　寧

村　岡　映　子

鶴　田　真理子

友木屋　和　恵

佐々木　正　子

泉　谷　好　子

遠　藤　ヨシエ

小笠原　真　理

柴　田　孝　子

佐々木　米　子

柴　田　京　子

篠　木　郁　子

高　橋　早　苗

藤　倉　晴　美

大　嶋　栄　子

公益社団法人 横手法人会女性部会役員名簿
平成28年6月10日現在

法　人　名

（株）吉田建設

（株）村岡電業社

（株）ツルタック

（株）友豊自動車整備工場

（株）ホンダパドック

（有）イズミヤ印刷

アスカフーズ（株）

（有）おがさわら製材所

（株）ヤマニ製材所

（有）ササヤス

（有）柴田精工

（有）藤倉商店

（株）ナイス

（有）ハリカ十文字店

（有）おおしま

役　　職

会　　長

副 会 長

〃

〃

幹　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

氏　　　名

佐　藤　　　恒

鶴　田　典　治

大　嶋　貴　広

和　賀　雅　之

山　下　　　圭

塩　田　充　弘

遠　藤　　　暁

鎌　田　芳　彰

法　人　名

（株）佐藤良吉商店

鶴田印刷（株）

（有）おおしま

（有）秋田しゃぼんサービス

横手建設（株）

ヨコウン（株）

（株）遠藤設計事務所

カマダ設備（株）

役　　職

会　　長

副 会 長

〃

幹　　事

〃

〃

〃

〃

去
る
６
月
１０
日
（
金
）、
平
成
２７
年

度
定
時
総
会
が
松
與
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
寧
部
会
長
よ
り
日
頃
の
協
力
へ

の
感
謝
を
述
べ
な
が
ら
の
挨
拶
が
あ

り
、
議
案
審
議
へ
と
移
り
ま
し
た
。

◆
議
案
第
一
号
　
平
成
２７
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ

い
て事

業
報
告
で
は
、
現
在
４３
名
の
会
員

数
が
あ
り
、
会
員
拡
大
に
も
努
力
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、

小
学
生
を
対
象
に
「
租
税
教
室
」
を
行

い
、
８５
名
の
生
徒
が
参
加
し
た
こ
と
や
、

恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
「
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
合
計
６７
点
の
応
募

を
い
た
だ
き
、
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
横
手
南
店
と
２

Ｙ
プ
ラ
ザ
で
展
示

会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
平
成
２０
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
老
人
施
設
等

へ
タ
オ
ル
が
寄
贈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
収
支
決
算
と
併
せ
て
上
程
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
二
号
　
平
成
２８
年
度
事
業

計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

の
承
認
に
つ
い
て

が
上
程
さ
れ
、
事
務
局
長
か
ら
説
明
を

受
け
、
審
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
横
手

税
務
署
柏
倉
幸
一
郎
署
長
と
親
会
の

齋
藤
善
一
会
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
総
会
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
談
会
は
、
例
年
ど
お
り

懇
親
・
交
流
が
図
ら
れ
、
楽
し
い
時
間

が
早
々
に
過
ぎ
た
懇
談
会
で
し
た
。

◆
議
案
第
二
号
　
平
成
２８
年
度
事
業

計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

の
承
認
に
つ
い
て

が
上
程
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
横
手

税
務
署
柏
倉
幸
一
郎
署
長
と
親
会
の

齋
藤
善
一
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

の
後
、
懇
親
・
交
流
会
が
開
か
れ

会
員
の
親
睦
が
深
ま
っ
た
楽
し
い
時
間

が
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。



財務省より�
平成28年度 法人税関係の�
税制改正の概要について�

（１） 税率の引き下げ�
　法人税率を、平成28年度には23.4％に、平成30年度
には23.2％に引き下げます。�
※それぞれ、4月1日以降に開始する事業年度において適�
　用されます。�
目標としていた「法人実効税率20％台」を、改革2年目に実現します。�

法人税率�

法人事業税所得割（※）�

国･地方の法人実効税率�

２５.５％�

７.２％�

３４.６２％�

従　前�

２３.９％�

６.０％�

３２.１１％�

２３.４％�

３.６％�

２９.９７％�

２３.２％�

３.６％�

２９.７４％�

平成２７年度�
（改革初年度）�

平成２８年度�
平成２９年度�平成３０年度�

平成２８年度改正（改革２年目）�

（※）大法人の場合。平成２８年度までは地方法人特別税を含みます。�

（２） 課税ベースの拡大等�
① 租税特別措置の見直し�
●生産性向上設備投資促進税制について、期限どおり、平成２８年度�
　に縮減、平成２９年度に廃止します。�

●その他、環境関連投資促進税制や雇用促進税制などの見直しを行います。�

機械装置など�

建物、構築物�

即時償却 or ５％税額控除�

即時償却 or ３％税額控除�

廃　止�

廃　止�

～平成２７年度�

５０％特別償却 or ４％税額控除�

２５％特別償却 or ２％税額控除�

平成２８年度� 平成２９年度�

※それぞれ、４月１日以後に取得等をする資産について適用されます。�

② 減価償却の見直し�

�

建　　　物�

建物附属設備、構築物�

機械装置、器具備品等�

定額法�

定額法 or 定率法�

定額法 or 定率法�

改　正　前�

定額法�

定　額　法�

定額法 or 定率法�

改　正　後�

※平成２８年４月１日以後に取得等をする資産について適用されます。�

　建物と一体的に整備さ
れる「建物附属設備」や、
建物と同様に長期安定
的に使用される「構築物」
の償却方法について、定
額法に一本化します。�

③ 欠損金繰越控除の更なる見直し��

9年�

従　　前�

所得の８０％�

繰　越　期　間�

控除限度（大法人）�

平成２７年度　�
平成２８年度　�

平成２８年度改正後�平成２７年度改正�

★上記は平成２８年４月財務省作成のパンフレット「平成２８年度税制改正」の抜粋です。詳細をお知りになりたい方は国税庁�
　ホームページに掲載しております「平成２８年度 法人税関係法令の改正の概要」をご覧ください。�

未償却残高�

経過年数�

定額法�

定率法�

改革を加速しつつ、企業経営への影響を平準化するための見直しを行います。�

所得の６５％�

〔平成２７年度�
平成２８年度�
平成２９年度�

�

所得の６５％〕�
所得の６０％�
所得の５５％�
所得の５０％�

平成３０年度以後の欠損金� １０年�

平成２９年度以後� 所得の５０％�

平成２９年度以後の欠損金� １０年�

��

※平成３０年４月１日以後に開始する事業年度�
　において生じた欠損金について適用されます。�

※それぞれ、４月１日以後に開始する事業年度�
　において適用されます。�

平成３０年度以後�
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税 務 署 人 事 異 動
横手税務署の定期人事異動が7月10日付（一部１日付）で

発表されました。異動は次のとおりです。

仙
台
北
税
務
署

横
手
税
務
署
（
管
徴
部
門
）

大
曲
税
務
署

局
総
務
部

大
曲
税
務
署

仙
台
南
税
務
署

秋
田
南
税
務
署

総
務
課
長

総
務
係
長

管
理
運
営
・
徴
収
部
門
　
上
席
国
税
徴
収
官

管
理
運
営
・
徴
収
部
門
　
国
税
徴
収
官

個
人
課
税
部
門
　
上
席
国
税
調
査
官

法
人
課
税
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
部
門
　
上
席
国
税
調
査
官

■
新
任
職
員
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
　
　
官
　
　
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
　
　
任
　
　
署

保
　
坂
　
雅
　
樹

安
　
達
　
大
　
輔

天
　
間
　
知
　
俊

藤
　
田
　
養
　
志

菅
　
　
　
勝
　
業

富
　
樫
　
　
　
昭

工
　
藤
　
　
　
浩

本
荘
税
務
署

秋
田
南
税
務
署

花
巻
税
務
署

退
職

大
曲
税
務
署

大
河
原
税
務
署

湯
沢
税
務
署

（
総
務
課
長
）

（
総
務
係
長
）

（
管
理
運
営
・
徴
収
部
門
　
上
席
国
税
徴
収
官
）

（
管
理
運
営
・
徴
収
部
門
　
国
税
徴
収
官
）

（
個
人
課
税
部
門
　
上
席
国
税
調
査
官
）

（
法
人
課
税
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官
）

（
法
人
課
税
部
門
　
上
席
国
税
調
査
官
）

■
転
任
し
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

前
　
　
官
　
　
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
　
　
任
　
　
署

塩�
　�
田�
　�
忠�
　�
夫�

丹�
　�
野�
　�
紘�
　�
行�

保�
　�
坂�
　�
美�
樹�
子�

佐�
々�
木�
　�
夏�
　�
子�

原�
　�
田�
　�
　�
　�
仁�

本�
　�
間�
　�
正�
　�
浩�

高�
　�
橋�
　�
和�
　�
之�
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